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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,01 43,88 -0,13 45,14 -1,26

USD / BRL Spot BRL 2,2729 2,3054 +0,0325 2,1751 +0,1303

USD / JPY Spot JPY 100,03 101,16 +1,13 98,19 +2,97

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.033 52.688 -345 56.077 -3.389

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 199,7 201,8 +2,1 160,3 +41,5

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,10 12,31 +0,21 11,76 +0,55

DI Future Apr14（金利先物） % 10,07 10,10 +0,03 9,96 +0,14

3 Months US Dollar Libor % 0,238 0,238 +0,000 0,239 -0,001

CRB Index（国際商品指数） Index 273,3 275,6 +2,3 285,3 -9,7

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 11月20日

昨日のドルレアルスポット相場は米緩和策縮小への懸念などからレアル安となる展開でした。朝方は前日に
公表されたＦＯＭＣ議事録が緩和策縮小を数ヶ月以内に開始する可能性があると言及していたことや中国
の製造業購買担当者指数が先月より下落したことなどにより前日比レアル安水準の２．２９台半ばから始まり
ました。また、１０月の失業率が市場予想を下回ったことからインフレ懸念が高まったこともあり２．３１台半ば
までレアルは売られました。その後は米国の新規失業保険申請件数が前週比で減少していたことを好感し
株式相場が堅調だったことからレアルも買い戻され、結局２．３０台半ばで引けています。

今週のレアル相場は大きくレアル買いになった後に売り戻され元の水準に返ってきました。休場の影響で
値動きが増幅された面もありますが、市場は米緩和策縮小の見通しなどに神経質になっているようです。
最近の米ＦＲＢ高官などからのコメントによると、仮に緩和縮小が始まったとしてもその後の利上げまでには
相当の期間が必要であることを強調し、所謂テーパリングと利上げを切り離そうとしている印象を受けます。
市場も徐々にそうした状況を感じ取っているものの未だ消化不良であるために値動きが荒くなっているの
かもしれません。今後も神経質に振らされる展開は続きそうです。
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